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スキル

Sourcing / Skill Managementでは、情報部門に要求されるケーパビリティを踏まえた上で、
情報部門・情報子会社・外部委託先間での最適な機能配置や、

情報部門に求められるIT人材像・育成方法を検討するのに必要な手法やノウハウを提供します。

これら手法・ノウハウを活用することで、情報部門の構造改革を促進し、
情報化運営機能の強化を図ることが可能となります。

Sourcing / Skill Managementは、ソーシング管理、IT組織評価、アウトソーシング管理、
IT人材・スキルの４つのメソドロジから構成されています。

ソーシング・スキル管理

Sourcing / Skill Management



ソーシング・スキル管理
Sourcing / Skill Management

分野 項目 Plan Do Check・Action

IT戦略・
IT予算策定

IT戦略

・経営戦略・事業戦略の確認・調整
・新技術・他社動向の調査
・IT戦略の策定
・IT戦略会議（仮称）の開催
・IT戦略の承認・公開

・IT戦略実行状況のモニタリング
・IT戦略会議（仮称）のへの状況報告

・成果（IT戦略実行結果）の評価
・IT戦略会議（仮称）への報告

IT予算策定
・IT予算総枠の調整
・IT案件の優先度設定
・関連部署からの要望収集・調整
・IT予算の策定・承認

・IT予算の執行管理 ・IT予算の見直し（期中）

IT投資・コスト管理

IT投資管理 ・IT投資評価制度の設計
　 （評価タイミング、評価項目、評価者など）

（個別IT投資案件毎）
・IT投資の事前評価・事後評価

・ITコストの分析、結果の報告
・ITコスト削減策等の策定

IT投資管理 ・ITコスト管理・分析方法の設計 （月次、又は期毎）
・ITコストの収集 ・配賦・課金スキームの評価、見直し

ITコストの配賦・課金 ・配賦・課金スキームの策定
・関係部署との調整

（ITコスト管理より基礎情報収集）
・配賦・課金額の算定
・ITコストの配賦・課金

（必要に応じ）
・ITプロジェクトの支援
・ITプロジェクトの中止勧告

ソーシング管理

  情報部門が発揮すべき、コアコンピタンスを明確にすることができます。

   情報部門と情報子会社、及び 外部委託先との機能分担について、
 明確にすることができます。

    情報部門/情報子会社の組織力強化に向けた具体的な施策を明確にすることができます。

利点・期待効果

本メソドロジでは、ソーシング方針を検討するのに必要な方法論を提供します。具体的には、情報部門のコアコンピタンス

の明確化や、情報化運営機能毎のインソース／アウトソース方針、アウトソーシングする際の契約形態（請負、準委任など）

などの検討に必要な手法やノウハウを提供します。これら手法・ノウハウを活用することで、企業全体の組織体制やITに対

する要求レベル、情報部門の実力等を踏まえた、最適な機能配置と、機能強化に向けた施策を立案することが可能となります。

Ｉ
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戦
略
・Ｉ
Ｔ
予
算
策
定

IT投資管理（事前・事後評価、IT投資ポートフォリオ管理）、ITコスト管理

ITリスク管理（情報セキュリティ、内部統制、ＢＣＰ、IT監査）

ITアーキテクチャ管理（標準化）

ソーシング管理（IT組織設計、ベンダ管理）

IT人材管理

IT案件管理（プログラムマネジメント） IT資産管理 システム活用推進

IT サービス提供機能
アプリケーション設計・開発

運用・保守
インフラ設計・構築

プロジェクトマネジメント

IT調達・契約管理

品質・生産性管理

IT サービス提供の
支援機能

業
務
改
革
・
シ
ス
テ
ム
化
企
画

Ｉ
Ｔ
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能

情報化運営に関わる機能の全体体系と各機能の具体的な内容

ＮＲＩ 情報化運営モデル

（活用する代表的な手法）

分野 項目 Plan Do Check・Action

IT戦略・
IT予算策定

IT戦略

・経営戦略・事業戦略の確認・調整
・新技術・他社動向の調査
・IT戦略の策定
・IT戦略会議（仮称）の開催
・IT戦略の承認・公開

・IT戦略実行状況のモニタリング
・IT戦略会議（仮称）のへの状況報告

・成果（IT戦略実行結果）の評価
・IT戦略会議（仮称）への報告

IT予算策定
・IT予算総枠の調整
・IT案件の優先度設定
・関連部署からの要望収集・調整
・IT予算の策定・承認

・IT予算の執行管理 ・IT予算の見直し（期中）

IT投資・
コスト管理

IT投資管理 ・IT投資評価制度の設計
　 （評価タイミング、評価項目、評価者など）

（個別IT投資案件毎）
・IT投資の事前評価・事後評価 ・IT投資評価制度の見直し

ITコスト管理 ・ITコスト管理・分析方法の設計 （月次、又は期毎）
・ITコストの収集

・ITコストの分析、結果の報告
・ITコスト削減策等の策定

ITコストの配賦・課金 ・配賦・課金スキームの策定
・関係部署との調整

（ITコスト管理より基礎情報収集）
・配賦・課金額の算定
・ITコストの配賦・課金

・配賦・課金スキームの評価、見直し



ソーシング・スキル管理
Sourcing / Skill Management

パターン１ パターン２ パターン３ パターン４ パターン５

Ｉ
Ｔ
ガ
バ
ナ
ン
ス

IT戦略・IT予算策定
IT投資・コスト管理

システム活用推進
業務改革・システム化企画

IT案件管理
（プログラムマネジメント）

IT資産管理

アプリケーション開発
（内部設計、製造、テスト、移行）

インフラ設計
インフラ構築
運用・保守

プロジェクト・マネジメント
IT調達・契約管理
品質・生産性管理
ITリスク管理

ITアーキテクチャ管理（標準化）
ソーシング管理
IT人材管理

アプリケーション設計
（要件定義、外部設計）

Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
提
供

Ｉ
Ｔ
ガ
バ
ナ
ン
ス

組織構成

メリット

デメリット

 ・業務を理解した上での適
切な要件定義
 ・ユーザ要望や環境変化へ
の迅速な対応

 ・業務を理解した上での適
切な要件定義
 ・ITコストの低減
 ・ノウハウの内部留保

 ・IT部門の大胆なスリム化
 ・情報子会社のモチベーショ
ン向上

（グループ運営において）
 ・限られたIT人材の結集
 ・グループ横断での情報化
の推進

 ・企画・計画機能の強化
 ・システム最適化の推進

 ・企画・計画機能の強化が
進まずIT部門の肥大化
 ・システムの個別最適化
 ・情報子会社のIT人材の確保

 ・企画・計画機能の強化が
進まず
 ・IT部門の肥大化

 ・目利き力の低下
 ・コストコントロール力の低下
 ・要件定義品質の低下

 ・業務とITとの乖離
 ・情報子会社から本体への
牽制力の発揮
 ・優秀な人材の確保

 ・IT部門の空洞化
 ・情報子会社の肥大化
 ・IT部門と情報子会社の役
割分担の曖昧化

情報システム部
（仮称）

開発
ベンダー

情報
子会社

情報システム部
（仮称）

開発
ベンダー

情報
子会社

IT企画部
（仮称）

情報子会社

開発ベンダー

IT戦略室
（仮称）

親会社
IT部門

親会社
IT部門

親会社
IT部門

親会社
IT部門

親会社
IT部門

親会社
IT部門

親会社
IT部門

親会社
IT部門

親会社IT部門親会社IT部門
情報子会社

情報子会社

情報子会社ベンダー ベンダー

ベンダー
情報子会社

情報子会社

情報子会社

情報子会社

開発ベンダー

経営企画部など

情報子会社

開発ベンダー

情報部門/情報子会社/ベンダーの機能分担の基本パターンを、業種・業界による違い、各基本パターンにおける運営上のメ

リットとデメリットなどとともに整理

ソーシング基本パターン



ソーシング・スキル管理
Sourcing / Skill Management

IT組織評価

    同業他社などと比較することで、自社IT組織の強み・弱みを明確にすることができます。

 IT組織の機能強化に向けた課題を明確にすることができます。

    今後のIT組織の成長戦略やそれに向けた機能強化の方向性を明確にすることができます。 

利点・期待効果 

本メソドロジでは、情報部門、情報子会社の情報化運営に関わる実力診断の仕組みを提供します。具体的には、システム企

画力、開発力、保守・運用力、品質管理力、プロジェクト管理力等、情報化運営の各領域において、IT組織の現在の実力を

多面的 且つ 客観的に評価する仕組みを提供します。IT組織評価の結果は、ソーシング方針など、今後のIT組織の機能強化

の方向性を検討する際の、重要なインプットとして活用することが可能です。

Ｉ
Ｔ
ケ
ー
パ
ビ
リ
テ
ィ

システム企画

システム開発

システム基盤

プロジェクトマネジメント

システム保守

システム運用

ユーザサポート
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ス
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理
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売上高比
IT投資比率

販管費比
IT投資比率

従業員数比
IT費用

保守・運用IT費
全IT投資費

■製造業他社平均■貴社水準■同業他社平均

（活用する代表的な手法）

情報化運営の機能を、ITケ

ーパビリティと、ITガバナ

ンスに大別し、IT組織の実

力を全17領域で評価

IT組織評価体系と
評価結果イメージ
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ソーシング・スキル管理
Sourcing / Skill Management

アウトソーシング管理

    目的に応じた、最適なアウトソーシング形態・スキームを確立することができます。

    より有利な条件で、アウトソーシング契約を締結することができます。

 既存のアウトソーシングの有効性・効率性を向上させることができます。

利点・期待効果

本メソドロジでは、ITアウトソーシングを導入・評価する際に必要な手法を提供します。今後 アウトソーシングの活用範囲

の拡大を計画しているお客様に対しては、目的に応じた最適なアウトソーシング形態やアウトソーシング範囲、商流・契約

条件等のスキームを検討するのに必要な手法やノウハウを提供します。既にアウトソーシングを行っているお客様に対して

は、現在のアウトソーシングの有効性・効率性を評価し、アウトソーシングを継続的に改善していくために必要な手法やノ

ウハウを提供します。これら手法を適用することで、アウトソーシングをより効果的・効率的に活用することが可能となります。

アウトソーサー候補を、実現性・適

合性・実績の３つの視点より評価す

る基準

アウトソーサー
選定時の評価基準

顧客要件の実現性の観点
業務改革提案力
システム提案力
開発品質
運用品質
リスク管理
開発コスト
運用コスト
ハード・ソフトの調達コスト
コスト透明性
移行コスト
移行リスク

スキームとの適合性の観点
コスト削減
要員シフト
今後の運営スキーム
IT戦略企画力強化
スケジュールの合理性・客観性
牽制・アカウンタビリティ
SLA・SLMの確立
合理的な契約改定
アウトソーシング業務負荷

戦略性（提案力）

品　質

コスト効率性

移行容易性

合目的性

スケジュール

イニシアチブ

運営負荷
既存ベンダーとの親和性 既存ベンダーとの協調的対応

自社委託実績
フルアウトソーシング
実績
業界でのシステム
構築実績
関連業界システム
構築実績
コンサルテーション
実績

受託実績

技術力

品質・生産性
管理

自社保有システム基盤
への対応力

マルチベンダー化
への対応力

オープンシステム
への対応力

新技術領域への対応力
技術評価力
開発技術力
品質保証スキーム
品質管理体制
生産性管理

マルチベンダー対応

市場原理の適用

バーゲニングパワー

総合的・安定的な関係
資産の確保

オフショア開発の実績

調達力
（ハード）

調達力
（開発力）

人材力

安定性

評　判

総合的
対応力

優秀な人材の確保

経営環境把握

戦略的パートナーと
しての幅広い対応力

経営安定性
財務的安定性
M&A・買収
市場での評判
風土、文化
職員の質

アウトソーサーの実績・パフォーマンスの観点

数多くの事例をもとに、アウトソー

シングの基本パターンを、アウトソ

ーシングの範囲や商流・資本参加の

違い、各基本パターンにおけるメリ

ット・デメリットや、運営にあたっ

ての留意事項などとともに整理

アウトソーシング
基本パターン

アウトタスク ノンコア領域の
アウトソーシング

戦略的パートナーとの
連携（資本参加なし）

戦略的パートナーとの
提携（資本参加あり）

本体 IT 部門

情報子会社

協
力
会
社

協
力
会
社

協
力
会
社

協
力
会
社

ノンコア

コア

本体 IT 部門

情報子会社

協
力
会
社

協
力
会
社

ノンコア

コア

Ｉ
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本体 IT 部門

情報子会社

協
力
会
社

協
力
会
社

本体 IT 部門

情報子会社
コア

戦
略
パ
ー
ト
ナ
ー

ノンコア

業革支援

技術支援

本体 IT 部門

情報子会社

本体 IT 部門

情報子会社

戦略パートナー
コア

ノンコア

業革支援

 ・コア/ノンコア領域を含め、IT部門/
情報子会社が主体的に実施
 ・情報子会社配下に、システム単位に
多数の協力会社が存在
 ・情報子会社に業務・システムのスキ
ルが溜まりやすい
 ・リソースが発散するため、最新技術
への追随や、大規模システム開発へ
の対応力には限界

 ・コア領域は、協力会社を活用しつ
つ、情報子会社が主体的に実施
 ・ノンコア領域は、戦略パートナー
を選定し、一括でアウトソースす
ることで効率化を追求

 ・戦略パートナーと連携し、コア領域にお
いても、業務改革や技術革新の支援を
受ける

 ・情報子会社に戦略パートナーが資本参加
 ・コア/ノンコア領域を含め、戦略パートナーの持
つ技術力、品質管理力、リソース調達力を活用

（活用する代表的な手法）



ソーシング・スキル管理
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IT人材・スキル

 情報部門に求められる人材像・スキルセットを明確化することができます。

  情報部門要員のスキルを可視化し、不足しているIT人材像や
 スキルセットを明確にすることができます。

    今後のIT人材育成の方向性、及び 育成方針や育成施策を明確にすることができます。

利点・期待効果 

本メソドロジでは、IT人材の確保・育成に関わる手法を提供します。具体的には、ITSS/UISS、及び NRI社内の人材育成モ

デル等をベースに、お客様の情報部門に求められるIT人材像と必要なスキルセット、実践的なIT人材の育成施策等を提供し

ます。また、IT人材ポートフォリオ管理など、IT人材強化に向けた施策検討に必要な手法やノウハウを提供します。これら

手法を適用することで、計画的なIT人材の確保・育成が可能となります。

計画段階から実行段階まで

を含めた、包括的なIT人材

育成体系

IT人材育成体系 部門の育成フロー（年次）

計画段階 実行段階（PDCAサイクル）

会
社
I
T
人
材
の
ス
キ
ル
チ
ェ
ッ
ク

現
在
の
I
T
人
材
ポ
ー
ト
フ
ォ
ー
リ
オ
分
析

I
T
人
材
育
成
の
中
期
計
画

全社IT人材
育成計画

育
成
計
画
の
評
価

IT部門の人材育成
計画の評価

I
T
人
材
育
成
中
期
計
画
の
評
価

キャリア
データ

キャリア
データ

研修データ

IT部門の
育成

利用部門の
育成

全社IT人材育成
計画の評価

個人の育成フロー（半期）

見直し要請育成メニューの提供

参照

更新（改善）

実績管理のために
収集される情報

・キャリアフィールド
・キャリアレベル
・キャリアパス
・ポートフォリオ

・研修受講の記録

（IT部門が作成） 育成メニュー提供（研修等）

見直し要請

ACTION

ACTION年
次
I
T
人
材
育
成
計
画（
I
T
部
門
）

IT部門の
人材育成計画

PLAN

スキル育成計画

カウンセリング
個人スキル
育成計画

業務目標設定
育成目標設定

利用部門向け
年次IT人材育成計画

利用部門向け
研修等実施

DO

OJT実施

研修受講

Check
業務評価

スキルチェック

カウンセリング
個人スキル

育成計画の評価

利用部門IT
人材育成計画

利用部門向け年次
IT人材育成計画評価

利用部門IT人材
育成計画の評価

キャリア
データ

研修データ

人事部DB

キャリア・ディベロップメント・プログラム（CDP）
人員配置管理（キャリアフィールド、キャリアレベル、キャリアパス、ポートフォリオ）

教育訓練管理（OJTと研修）

人事考課管理（評価とキャリア・カウンセリング）

業務アプリエキスパートレベル

4
3
2
1
U
I
S
S
で
定
義
さ
れ
た
タ
ス
ク

共
通
業
務

シ
ス
テ
ム
監
査

シ
ス
テ
ム
運
用

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

シ
ス
テ
ム
保
守
（
イ
ン
フ
ラ
）

シ
ス
テ
ム
導
入
（
イ
ン
フ
ラ
）

シ
ス
テ
ム
基
盤
・
構
築
・
維
持
・
管
理

シ
ス
テ
ム
保
守
（
ア
プ
リ
）

シ
ス
テ
ム
企
画
評
価

シ
ス
テ
ム
導
入
（
ア
プ
リ
）

シ
ス
テ
ム
企
画

情
報
戦
略
評
価

情
報
戦
略
実
行
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

情
報
戦
略
立
案

シ
ス
テ
ム
活
用

事
業
戦
略
評
価

事
業
戦
略
立
案

項目 レベル 1 レベル 2 レベル 3 レベル 4

シ
ス
テ
ム
企
画

企画の立案

システム導入
計画の立案

調達の
マネジメント

システム企画の
マネジメント

システム企画の
指導

企画立案活動と
文書化

適用情報技術の
調査

計画立案活動と
文書化

RFPと評価

（活用する代表的な手法）

ITSS/UISSをベースにした、

ユーザ企業情報部門に求め

られる人材像、スキルセッ

ト集

IT人材像と
スキルセット
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